
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
展

鶴 
見 

大 

学 

図 

書 

館   

主 

催

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
三
回

学

術

大

会

実

行

委

員

会

 
 

後 

援

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
（
水
）
～
七
月
十
八
日
（
水
）

第
131
回
貴
重
書
展





　
　
　
「
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
展
」
に
寄
せ
て

今
般
、
人
文
系
の
学
会
と
し
て
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
第
六
十
三
回
学
術
大
会
が
本
学
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
る
の
を
機

に
、
本
学
所
蔵
の
主
要
な
仏
教
貴
重
書
を
展
示
す
る
「
貴
重
書
展
」
を
催
す
こ
と
と
な
っ
た
。
開
催
に
当
た
っ
て
、
ご
協
力
・
ご
助
言
い
た
だ
い
た
関

係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
学
園
は
、
創
立
以
来
、
間
も
な
く
九
十
年
を
迎
え
る
。
ま
た
来
年
は
、
鶴
見
大
学
文
学
部
が
開
設
五
十
周
年
、
同
短
期
大
学
部
が
開
設
六
十
周
年

の
記
念
の
年
に
当
た
る
。
こ
の
間
、
本
学
は
、
充
実
し
た
教
育
・
研
究
の
遂
行
を
図
る
一
環
と
し
て
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
貴
重
書
の
蒐
集
に
も
力

を
注
い
で
き
た
。
そ
の
中
に
は
、例
え
ば
、横
浜
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、「
興
福
寺
永
恩
具
経
」
と
呼
ば
れ
る
奈
良
時
代
写
本
『
大
般
若
経
』

（
巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十
）
や
、
わ
が
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
禅
師
ご
自
筆
の
「
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
」
断
簡
（
道
正
庵
切
）
が
あ
る
。
ま
た
、

ソ
グ
ド
文
字
で
書
か
れ
た
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
『
善
悪
因
果
経
』
断
簡
な
ど
も
蔵
す
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
展
示
の
ほ
か
、
仏
教
関
係
の
写
本
・
刊

本
を
豊
富
に
揃
え
て
展
示
す
る
。

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
文
献
類
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
―
―
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
学
習
・
研
究
の
意
欲
を
掻
き
立
て
、
私
た
ち
に
深
い

喜
び
を
も
た
ら
し
、
ま
た
歴
史
的
な
時
間
を
超
え
て
私
た
ち
を
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
私
自
身
が
幾
度
も
経

験
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
多
く
の
方
々
に
、
今
回
の
「
貴
重
書
展
」
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
願
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

学
校
法
人
　
総
持
学
園

鶴
見
大
学
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
学
長
　
　
木
　
村
　
清
　
孝

 



　
　
展
示
書
目
録

１ 

◎
賢
愚
経　

巻
第
九
断
簡
　（
大
聖
武
）　
額
装
一
葉

２ 
◎
紺
紙
金
銀
字
不
空
羂
索
神
変
真
言
経　

巻
第
二
十
八
断
簡
　（
中
尊
寺
経
）　
軸
装
一
幅

３ 
◎
仮
名
観
無
量
寿
経　

断
簡
　
　
軸
装
一
幅

４ 

◎
毘
尼
討
要　

巻
第
一
断
簡
　
　
軸
装
一
幅

５ 

◎
対
大
己
五
夏
闍
梨
法　

断
巻　
（
道
正
庵
切
）　
額
装
二
葉

６ 

◎
ソ
グ
ド
語
善
悪
因
果
経
断
簡
　
　
一
幅
（
両
面
書
写
）

７ 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十
　（
永
恩
具
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）　
五
巻

８ 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
百
八
十
五
　（
東
大
寺
八
幡
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）　
一
巻

９ 

◎
観
普
賢
経
私
記
　
　（
来
迎
院
如
来
蔵
本
）　
列
帖
装
一
冊

10 

◎
東
寺
伝
授
書
三
種

　

イ
、
第
三
重
口
決　
　

一
巻

　

ロ
、
大
次
第
口
決　
　

一
巻

　

ハ
、
光
明
真
言
口
伝
　
一
巻

11 

◎
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
呪
経　
（
高
麗
再
彫
大
蔵
経
本
）　
袋
綴
一
冊

12 

◎
仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経
残
本
　
　（
宋
版
）　
折
本
一
帖

13 

◎
宗
鏡
録
巻
第
四
十
九
　（
元
版
大
蔵
経
本
）　
折
本
一
帖

14 

◎
弥
陀
往
生
浄
土
懺
儀
一
巻
　（
明
版
）　
折
本
一
帖

15 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
百
八
十
二
　（
嘉
禄
版
）
一
巻

16 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
百
三
十
三
　（
大
乗
寺
銀
界
装
飾
経
）　
折
本
一
帖

17 

◎
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
文　

残
巻
　
　（
泉
涌
寺
版
）　
折
本
一
帖

18 

◎
仏
制
比
丘
六
物
図　
（
五
山
版
）　

袋
綴
一
冊

19 

◎
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録
十
巻
　
　（
五
山
版
）　
袋
綴
五
冊

20 

◎
佛
祖
正
法
直
傳
一
巻
　（
五
山
版
）　
袋
綴
一
冊

21 

◎
杮　

経
　（
元
興
寺
伝
来
）　
二
十
七
葉
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１ 
◎
賢
愚
経　

巻
第
九
断
簡
　（
大
聖
武
）　
額
装
一
葉

　
　
　［
け
ん
ぐ
き
ょ
う
］

紙
本
墨
書

縦
二
七
・
四
糎
　
横
七
・
八
糎

奈
良
時
代
写
　
伝
聖
武
天
皇
筆

『
賢
愚
経
』
は
『
賢け
ん
ぐ
い
ん
ね
ん
き
ょ
う

愚
因
縁
経
』
と
も
い
い
、
中
国
北
魏
の
慧
徳
・
曇
覚
等
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
、
六
十
九
篇
の
説
話
を
集
成
し
た
全
十
三
巻
か
ら
な
る
仏
教
経
典
で
あ
る
。

展
示
書
は
巻
第
九
「
善
事
太
子
入
海
品
第
三
十
七
」
の
内
容
を
、
白
麻
紙
に
香
木
の
粉
末
を
す

き
込
ん
だ
「
荼
毘
紙
」
と
呼
ば
れ
る
料
紙
に
薄
い
墨
で
界
線
を
引
き
、
一
行
十
二
字
詰
に
大
粒
の
文

字
で
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。独
特
な
書
式
や
端
正
で
重
量
感
に
溢
れ
る
大
字
で
堂
々
た
る
風
格
は
、

東
大
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
「
大や
ま
と
ぎ
れ

和
切
」、
ま
た
聖
武
天
皇
筆
と
の
伝
承
も
あ
っ
て
「
大お
お
じ
ょ
う
む

聖
武
」

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

国
宝
指
定
と
な
っ
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
賢
愚
経
残
巻
（
大
聖
武
）」
や
、
東
大
寺
、
前
田

育
徳
会
、
白
鶴
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
巻
子
本
以
外
は
、
断
簡
（
大
和
切
）
と
し
て
掛
幅
仕
立

や
古
筆
手
鑑
の
巻
頭
を
飾
る
も
の
と
し
て
伝
存
す
る
。

２ 

◎
紺
紙
金
銀
字
不
空
羂
索
神
変
真
言
経　

巻
第
二
十
八
断
簡
　（
中
尊
寺
経
）　
軸
装
一
幅

［
こ
ん
し
き
ん
ぎ
ん
じ
ふ
く
う
け
ん
さ
く
し
ん
ぺ
ん
し
ん
ご
ん
き
ょ
う
］

紺
紙
金
銀
字

縦
二
五
・
六
糎
　
横
五
〇
・
二
糎

平
安
時
代
後
期
写

『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
は
中
国
唐
代
の
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
全
三
十
巻
か
ら
な

る
密
教
経
典
で
あ
る
。
展
示
書
は
巻
第
二
十
八
「
清
浄
蓮
華
明
王
品
第
六
十
七
」
の
内
容
を
紺
色
に

染
め
た
料
紙
に
一
行
ご
と
に
金
字
と
銀
字
で
交
互
に
、
一
行
約
十
七
字
で
全
二
十
八
行
に
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
優
美
な
筆
致
な
ど
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
銀
字
は
や
や
黒

ず
ん
で
い
る
が
、
金
字
は
よ
く
光
沢
を
と
ど
め
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

こ
の
断
簡
は
、
そ
の
特
徴
的
な
書
式
と
書
風
な
ど
か
ら
、「
中
尊
寺
経
」
と
通
称
さ
れ
る

「
紺こ
ん
し
き
ん
ぎ
ん
じ
こ
う
し
ょ
い
っ
さ
い
き
ょ
う

紙
金
銀
字
交
書
一
切
経
」
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
の
一
紙
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
銀
交
書
経

は
こ
の
ほ
か
、
伝
慈
覚
大
師
筆
と
さ
れ
る
建
暦
寺
本
『
法
華
経
』、
道
風
筆
と
伝
え
ら
れ
る
五
島
美

術
館
所
蔵
『
法
華
経
』
な
ど
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
本
断
簡
は
桐
箱
入
り
で
、
田
中
塊
堂
（
一
八
九
六
～
一
九
七
六
）
に
よ
る
箱
書
に
は

「
紺
紙
金
銀
交
書
経
中
尊
寺
経
断
巻
」（
蓋
表
）、「
浪
華
法
眼
　
塊
堂
題
〔
朱
白
文
印
〕」（
蓋
裏
）
と

あ
る
。
塊
堂
は
古
写
経
・
古
筆
の
先
駆
的
研
究
者
と
し
て
多
く
の
業
績
を
残
し
、
ま
た
仮
名
書
家
と

し
て
も
著
名
な
方
で
あ
っ
た
。

３ 

◎
仮
名
観
無
量
寿
経　

断
簡
　
　
軸
装
一
幅

［
か
な
か
ん
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う
］

紙
本
墨
書

縦
二
五
・
六
糎
　
横
九
・
九
糎
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
時
代
後
期
写
　
伝
後
京
極
良
経
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　『
観
無
量
寿
経
』
は
、『
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
と
並
ん
で
浄
土
三
部
経
と
も
呼
ば
れ
、
東
ア

ジ
ア
で
は
広
く
愛
読
・
信
奉
さ
れ
る
仏
教
経
典
で
あ
る
。
展
示
書
は
、
漢
文
の
『
観
無
量
寿
経
』
を

書
き
下
し
訓
点
を
施
し
た
内
容
を
、
白
界
の
引
か
れ
た
斐
紙
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

元
来
横
幅
十
三
糎
程
度
の
細
長
い
粘
葉
装
、
丁
の
表
面
に
あ
た
る
と
想
定
さ
れ
る
。

力
強
い
書
風
は
、
後
京
極
良
経
（
一
一
六
九
～
一
二
〇
六
）
の
風
格
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、
鎌
倉

時
代
後
期
の
典
型
的
な
後
京
極
様
と
思
わ
れ
る
。
仏
典
の
訓
み
下
し
と
は
言
え
、
研
究
的
・
草
稿
的

書
物
で
は
な
く
、
読
誦
も
し
く
は
調
度
用
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
典
籍
は

鎌
倉
時
代
以
降
の
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、書
誌
学
上
か
ら
も
国
語
学
的
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

４
◎
毘
尼
討
要　

巻
第
一
断
簡
　
　
軸
装
一
幅

［
び
に
と
う
よ
う
］

紙
本
墨
書

縦
二
六
・
七
糎
　
横
五
六
・
六
糎
　
　
　
　
　
　

平
安
時
代
中
期
写

　
展
示
書
は
一
紙
の
み
の
残
簡
、
楮
紙
に
薄
い
墨
線
を
引
き
、
一
紙
三
十
四
行
、
一
行
約
二
十
五
字

で
書
写
さ
れ
て
い
る
。「
愛
宕
／
神
社
」
の
朱
印
が
あ
る
た
め
、
愛
宕
神
社
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
内
容
は
、
中
国
唐
代
の
律
宗
学
僧
で
あ
る
道
世
が
著
し
た
『
毘
尼
討
要
』
巻
第
一
の
「
教
興
由
致

章
第
二
」
の
最
後
の
部
分
か
ら
「
篇
聚
釈
名
章
第
三
」
の
冒
頭
部
分
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
道
世

は
、字
は
玄
惲
、『
法
苑
珠
林
』
百
巻
や
『
諸
経
要
集
』
二
十
巻
の
著
者
と
し
て
名
高
い
。『
毘
尼
討
要
』

は
道
世
の
弘
法
寺
時
代
の
著
作
で
あ
り
、
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
ま
で
に
完
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
写
本
自
体
は
、
料
紙
や
書
体
か
ら
平
安
時
代
中
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

解　

題
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５ 
◎
対
大
己
五
夏
闍
梨
法　

断
巻　
（
道
正
庵
切
）　
額
装
二
葉

［
た
い
た
い
こ
ご
げ
じ
ゃ
り
ほ
う
］

紙
本
墨
書

縦
二
三
・
九
糎
　
横
一
四
・
四
糎
　
　
　
　
　
　

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
写

　
入
門
し
て
程
た
た
ぬ
修
行
僧
に
、
大
己
（
先
輩
僧
侶
）
に
対
す
る
礼
法
を
六
十
二
条
に
わ
た
り
説

示
さ
れ
た
「
対
大
己
法
」（『
永
平
大
清
規
』
第
二
篇
）
の
断
簡
で
、
道
元
四
十
五
歳
、
壮
年
期
の
気

迫
み
な
ぎ
る
唐
様
の
筆
跡
で
あ
る
。
道
元
に
随
侍
し
た
俗
弟
子
の
木
下
道
正
が
帰
国
後
京
に
薬
舗
を

構
え
た
庵
（
現
在
の
京
都
市
上
京
区
道
正
町
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
た
め
、「
道
正

庵
切
」
と
も
称
さ
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
所
収
の
切
の
裏
面
に
当
た
る
。

　
斐
紙
の
一
面
に
白
界
六
行
を
施
し
十
丁
二
十
面
よ
り
成
っ
て
い
た
粘
葉
装
の
冊
子
と
推
定
さ
れ
る

が
、
現
存
す
る
の
は
本
学
に
所
蔵
の
二
葉
を
含
め
て
、
わ
ず
か
五
葉
と
三
行
だ
け
で
あ
る
。

　
本
書
巻
末
識
語
に
当
る
断
簡
が
出
光
美
術
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
収
め
ら
れ
、「
于

時
日
本
寛
元
二
年
甲
辰
三
月
二
十
一
日
」
な
る
年
記
と
「
道
元
（
花
押
）」
と
署
名
ま
で
も
見
ら
れ

る
の
で
、
同
じ
く
自
署
を
有
す
る
永
平
寺
蔵
国
宝
『
普
勧
坐
禅
儀
』
と
並
び
、
極
め
て
稀
な
道
元
真

筆
墨
跡
の
中
で
、
自
筆
か
否
か
を
鑑
定
す
る
上
で
の
根
本
真
跡
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

６ 

◎
ソ
グ
ド
語
善
悪
因
果
経
断
簡
　
　
一
幅
（
両
面
書
写
）

　
　
　［
そ
ぐ
ど
ご
ぜ
ん
あ
く
い
ん
が
き
ょ
う
］

紙
本
墨
書

横
一
一
糎
　
縦
二
六
・
二
糎

大
谷
探
検
隊
将
来
（
吉
川
幸
次
郎
旧
蔵
本
）

　『
善
悪
因
果
経
』は
、因
果
応
報
を
説
く
経
典
と
し
て
六
世
紀
頃
に
中
国
で
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
偽
経
」
の
た
め
か
、
二
十
世
紀
の
初
頃
敦
煌
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
漢
文
テ
キ

ス
ト
は
し
ば
ら
く
中
国
で
散
逸
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
は
、
ソ
グ
ド
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ

ル
語
、
カ
ル
ム
イ
ク
語
、
満
州
語
の
諸
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
ほ
ど
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に

か
け
て
広
く
流
布
し
て
い
た
。

展
示
書
は
、
大
谷
探
検
隊
が
中
国
新
疆
の
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
か
ら
将
来
し
た
古
文
書
等
に
含
ま

れ
た
ソ
グ
ド
語
文
献
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
漢
文
『
善
悪
因
果
経
』
を
ソ
グ
ド
語
に
翻
訳
さ
れ
た

仏
典
だ
と
判
明
し
て
い
る
。

７
◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十
　（
永
恩
具
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）　
五
巻

　
　  ［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］

紙
本
墨
書

（
巻
第
百
七
十
六
）　
縦
二
五
・
三
糎
　
横
七
八
二
・
三
糎
（
十
四
紙
）

（
巻
第
百
七
十
七
）　
縦
二
五
・
三
糎
　
横
八
八
七
・
四
糎
（
十
六
紙
）

（
巻
第
百
七
十
八
）　
縦
二
五
・
三
糎
　
横
八
八
四
・
一
糎
（
十
五
紙
）

（
巻
第
百
七
十
九
）　
縦
二
五
・
三
糎
　
横
九
三
九
・
三
糎
（
十
八
紙
）

（
巻
第
百
八
十
）　
　
縦
二
五
・
三
糎
　
横
八
四
一
・
七
糎
（
十
六
紙
）

奈
良
時
代
写
　
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
興
福
寺
永
恩
加
点

　
大
般
若
経
六
百
巻
は
般
若
経
典
群
の
集
大
成
で
、
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
が
最
晩
年
に

完
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
展
示
書
は
、「
永
恩
具
経
」
と
呼
ば
れ
る
大
般
若
経
六
百
巻
の
う
ち
、
巻

第
百
七
十
六
か
ら
第
百
八
十
巻
ま
で
の
五
巻
で
あ
り
、
平
成
五
年
に
横
浜
市
教
育
委
員
会
よ
り
「
横

浜
市
指
定
有
形
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

「
永
恩
具
経
」
と
は
、
興
福
寺
の
蔵
司
永
恩
が
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
貞
永
・
天
福(

一
二
三
二
～

三
三)

前
後
、
か
ね
て
蒐
集
し
て
い
た
天
平
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
の
大
般
若
経
六
百
巻
の

全
巻
に
わ
た
っ
て
朱
の
句
点
を
施
し
、
一
具
と
し
て
自
ら
の
氏
神
で
あ
る
河
内
国
玉
祖
神
社
に
奉
納

し
た
も
の
。
本
学
所
蔵
の
五
巻
す
べ
て
に
も
朱
の
句
点
が
あ
り
、
巻
第
百
七
十
六
よ
り
百
七
十
九
ま

で
に
は
巻
末
に
朱
で
「
句
切
了
永
恩
」
と
記
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
巻
第
百
八
十
の
巻
末
に
は
、

天
福
元
年
癸
巳
五
月
廿
六
日
興
福
寺
偕
馬
道
以
東

為
第
二
房
句
切
了
　
永
恩
生
年
六
十
七

と
朱
書
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
加
点
奥
書
は
十
巻
ご
と
に
記
す
の
を
原
則
と
し
た
ら
し
い
が
、
巻
第
五
百
九
十
一
に

は
「
貞
永
二
年
癸
巳
」
の
朱
書
が
あ
っ
た
と
い
う
。
貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
は
四
月
十
五
日
に
天

福
に
改
元
さ
れ
て
い
る
の
で
、
永
恩
の
加
点
が
巻
序
に
従
っ
た
の
で
な
い
こ
と
を
知
る
。
永
恩
具
経

は
四
十
巻
ほ
ど
の
現
存
が
確
認
さ
れ
、
雄
渾
に
し
て
秀
麗
な
書
法
は
見
事
で
あ
り
、
特
に
五
巻
が
連

続
し
て
揃
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
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８ 
◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
百
八
十
五
　（
東
大
寺
八
幡
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）　
一
巻

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］

紙
本
墨
書

縦
二
六
・
二
糎
　
横
五
二
糎
（
第
二
紙
）　
全
長
八
六
二
・
五
糎
（
一
七
紙
）　
　
　
　
　
　

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
写

展
示
書
は
、
表
紙
は
逸
失
し
た
が
本
文
の
欠
落
は
な
い
。
銀
杏
形
の
鍍
金
軸
を
持
ち
、
軸
木
に

は
薬
師
十
二
神
将
・
四
天
王
の
梵
字
と
願
を
か
け
る
修
字
か
ら
な
る
梵
字
が
十
七
字
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
黄
檗
染
め
の
料
紙
に
、
一
紙
二
十
七
か
ら
二
十
八
字
行
、
一
行
は
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る

が
、
文
字
は
わ
ず
か
に
藤
原
経
の
特
色
を
残
し
て
い
る
。
紙
背
に
は
一
紙
ご
と
に
「
東
大
寺
／
八
幡

宮
」
の
墨
印
（
計
十
七
顆
）
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
別
筆
に
よ
る
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

奉
加
　
　
銭
百
文
　
　
尼 

善
阿
弥
陁
佛

奉
加
米
一
石
御
経
蔵
造
營
五
百
人
之
内
比
丘
尼
善
阿
弥
陁
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

　
壽

「
善
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
比
丘
尼
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
墨
印
と
奥
書
か
ら
、
こ
れ
は
鎌

倉
時
代
前
期
を
代
表
す
る
写
経
「
東
大
寺
八
幡
経
」
の
う
ち
の
一
巻
で
あ
る
と
わ
か
る
。

東
大
寺
八
幡
経
は
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
写
本
の
奥
書
に
よ
る
と
、
東
大
寺
伽
藍

の
安
穏
の
た
め
尼
成
阿
弥
陀
仏
が
発
願
し
、嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
か
ら
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）

四
月
十
一
日
ま
で
に
書
写
さ
れ
、
東
大
寺
鎮
守
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本

巻
の
奥
書
か
ら
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
善
阿
弥
陀
仏
等
五
百
人
の
寄
進
に
よ
っ
て
本
巻
を
納

め
る
経
蔵
が
造
営
さ
れ
た
と
い
う
東
大
寺
を
中
心
と
し
た
南
都
の
教
団
実
情
が
伝
ら
れ
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
◎
観
普
賢
経
私
記
　
　
　（
来
迎
院
如
来
蔵
本
）　
列
帖
装
一
冊

      

［
か
ん
ふ
げ
ん
き
ょ
う
し
き
］

　
　
　
紙
本
墨
書

　
　
　
縦
二
五
・
五
糎
　
横
一
五
・
七
糎
　
　
　
　
　
　

　
　
　
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
禅
寂
写

列
帖
装
、
楮
打
紙
。
表
紙
は
雲
母
引
地
茶
唐
草
文
摺
付
、
た
だ
し
左
端
に
は
摺
付
の
紙
を
欠
き
、

そ
こ
に
外
題
打
付
墨
書
「
□
普
賢
経
私
記
　
如
来
蔵
」、
同
筆
に
て
右
下
に
「
覚
阿
」
と
あ
る
（
共

に
本
文
と
は
別
筆
か
）。
巻
首
に
「
観
普
賢
経
私
記
」
と
い
う
内
題
、
巻
尾
に
は
「
普
賢
経
私
記
」

と
い
う
尾
題
が
あ
る
。
墨
付
二
十
七
丁
・
後
遊
紙
一
丁
（
一
折
七
紙
十
三
丁
、
二
折
八
紙
十
五
丁
、

残
り
各
一
丁
は
前
後
見
返
）、
四
周
単
辺
有
界
（
す
べ
て
白
界
）
七
行
二
十
一
字
前
後
。

（
奧
書
）　

一
校
了

本
云

保
元
三
年
十
月
十
日
於
白
河
御
房
手
自
書
写
之
此
書
慈
覚

大
師
草
云
々
三
井
本
也
書
本
文
字
狼
藉
歟
沙
門
澄
憲
卅
三

建
保
五
年
八
月
十
三
日
書
校
了
為
補
如
来
蔵
之
闕
也

沙
門
禅
寂

以
正
本
重
可
比
校
　
　
　
　 （
第
二
十
七
丁
表
）

或
人
云
、
此
記
慈
覚
大
師
記
云
々

私
云
、
広
智
菩
薩
奉
借
書
籍
於
慈
覚
大
師
之
目
録
有

普
賢
私
記
若
此
記
歟
可
尋
之
　
　
　
　
　
　
　
禅
寂
　
　
　
　
　
　（
第
二
十
七
丁
裏
）

　
奧
書
に
よ
れ
ば
、慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
草
と
さ
れ
る
本
書
（
三
井
寺
本
）
を
、

保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十
月
十
日
、
安
居
院
流
唱
導
の
大
家
澄
憲
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
三
）
が

白
河
御
房
で
書
写
し
た
が
、
文
字
狼
藉
と
あ
る
よ
う
に
、
善
本
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
建
保
五
年

（
一
二
一
七
）
八
月
十
三
日
、
如
蓮
上
人
禅
寂
（
来
迎
院
五
世
長
老
）
が
如
来
蔵
本
の
欠
を
補
う
た

め
に
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
前
表
紙
の
右
下
に
「
覚
阿
」、書
名
の
下
に
「
来

迎
院
」
と
あ
る
か
ら
、
あ
る
時
期
に
覚
阿
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
と
、
来
迎
院
常
住
（
如
来
蔵
本
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
来
迎
院
如
来
蔵
は
、
三
千
院
円
融
蔵
、
勝
林
院
勝
林
蔵
と
あ
わ

せ
、
大
原
三
文
庫
の
一
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

10 

◎
東
寺
伝
授
書
三
種

イ
、
第
三
重
口
決
　
　
一
巻

　
　
　［
だ
い
さ
ん
じ
ゅ
う
く
け
つ
］

紙
本
墨
書

縦
一
四
・
一
糎
　
横
四
三
・
一
糎
（
第
二
紙
）　
　
　
　
　
　

鎌
倉
時
代
初
期
写

　
東
寺
旧
蔵
本
。
斐
紙
に
薄
い
墨
線
を
引
き
、
一
紙
十
九
行
、
一
行
約
十
字
で
書
写
さ
れ
い
て
い

る
。
表
紙
を
欠
く
が
端
裏
書
「
保
延
記
」
と
あ
る
こ
と
や
、
文
献
の
内
容
や
奧
書
か
ら
、
保
延
六
年

（
一
一
四
〇
）
三
月
十
三
日
、
定
海
が
著
し
た
第
三
重
口
決
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
早
稲
田
大
学

図
書
館
本
（
江
戸
時
代
写
、『
安
祥
寺
流
通
用
字
輪
観
口
決
』
に
合
綴
）
と
照
合
し
た
結
果
、
訓
点
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な
ど
わ
ず
か
に
出
入
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
料
紙
や
書
体
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
転
写
本

と
思
わ
れ
る
。

　
定
海
（
一
〇
七
五
～
一
一
四
九
）
は
平
安
時
代
後
期
の
真
言
宗
の
僧
で
、
後
に
醍
醐
三
宝
院
流
の

祖
に
な
り
、三
宝
院
大
僧
正
・
上
生
僧
正
と
も
称
さ
れ
た
。
醍
醐
寺
座
主
・
東
大
寺
別
当
に
な
っ
た
が
、

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
護
持
僧
と
な
り
、
鳥
羽
上
皇
・
崇
徳
天
皇
の
病
気
平
癒
を
は
じ
め
、
し
ば

し
ば
効
験
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
定
海
は
本
書
の
ほ
か
に
『
最
秘
口
決
』
や
『
醍
醐
灌
頂
』
も
残
し

て
い
る
。
　

（
奧
書
）

保
延
六
年
三
月
十
三
日
記
之
了

　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
海

ロ
、
大
次
第
口
決　

　
一
巻

　［
だ
い
し
だ
い
く
け
つ
］

　
　
　
紙
本
墨
書

　
　
　
縦
一
五
・
二
糎
　
横
四
四
・
八
糎
（
第
二
紙
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
写
　
　
　

　
東
寺
旧
蔵
本
。
全
六
紙
の
斐
紙
に
、
一
紙
約
二
十
七
行
書
写
さ
れ
い
て
い
る
。
仁
海
（
九
五
五
～

一
〇
四
六
）
の
口
决
を
成
尊
（
一
〇
一
二
～
一
〇
七
四
）
が
記
し
た
も
の
で
、建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）

三
月
二
日
、
室
生
寺
住
の
某
が
書
写
し
た
旨
の
奧
書
が
あ
り
、
端
裏
書
に
「
大
次
第
口
决
」
と
あ
る
。

意
生
金
剛
な
ど
金
剛
界
理
趣
会
十
七
尊
を
掲
出
し
注
釈
し
て
い
る
か
ら
、「
理
趣
会
」
や
『
理
趣
経
法
』

関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、『
義
述
』
を
引
用
し
注
釈
し
て
い
る
。

（
奧
書
）

建
暦
元
年
三
月
二
日
書
之

　
室
生
山
寺
住

右
御
正
（
聖
）
教
之
中
不
懸
思
検
出
了

小
野
僧
正
御
房
同
僧
都
御
房
御

口
御
記
也 

此
無
門
可
入
之
者
也

秘
蔵
之
外
無
他
事

　
　
　
　
　
金
剛
佛
子
元
初
七
十
九
　

通
五
十
九

應
永
十
一
年
甲
申
卯
月
廿
九
日
酉
尅
於

宀
（
室
生
）一
山
閑
寂
臺
被
見
尅
也
（
花
押
）

ハ
、
光
明
真
言
口
伝
　
　
一
巻

　
　
　［
こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん
く
で
ん
］

紙
本
墨
書

縦
一
四
・
九
糎
　
横
四
七
・
五
糎
（
第
二
紙
）

弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
写
　

　
東
寺
旧
蔵
本
。
斐
楮
混
漉
の
料
紙
（
全
六
紙
）
に
一
紙
約
二
十
七
行
詰
め
で
書
写
さ
れ
て
い

る
。
表
紙
を
欠
き
精
確
な
書
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
奧
書
か
ら
醍
醐
寺
座
主
・
東
寺
長
者
実
賢

（
一
一
八
〇
～
一
二
四
九
）
の
口
授
を
、
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
二
月
八
日
、
高
野
山
尺
迦
院
南

房
に
お
い
て
盛
深
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
端
裏
書
に
「
光
明
真
言
口
伝
実
一
」

と
あ
る
が
、内
容
は
「
光
明
真
言
口
伝
」「
光
明
真
言
法
曼
茶
羅
」「
光
明
真
言
法
護
摩
」
か
ら
な
る
。

　
光
明
真
言
の
功
能
に
つ
い
て
『
不
空
羂
索
経
』
は
、
十
悪
五
逆
の
重
罪
を
犯
し
た
者
で
も
、
光
明

真
言
で
加
持
し
た
土
沙
を
そ
の
屍
や
墓
の
上
に
か
け
る
と
、
罪
障
を
除
滅
し
無
上
菩
提
を
得
る
と
す

る
が
、
白
河
院
・
後
鳥
羽
院
・
一
条
院
妃
・
建
春
門
女
院
の
中
陰
に
あ
た
り
、
そ
の
得
脱
を
願
い
勝

覚
・
源
運
・
勝
憲
・
義
範
・
勝
憲
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
奧
書
）

本
云

　
承
久
二
年
庚辰
正
月
廿
五
日

私
師
云

　
比
書
ハ
醍
醐
座
主
東
寺
一
長
者

　
前
大
僧
正
御
房
實
賢
御
口
受

　
也
最
秘
々
々
努
々

　
弘
長
四
年
甲子
二
月
八
日
於
高
野
　
　
　
　
　

　
山
尺
迦
院
南
房
寫
書
了

　
　
　
　
　
　  

求
法
沙
門
盛
深

11
◎
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
呪
経　
（
高
麗
再
彫
大
蔵
経
本
）　
袋
綴
一
冊

［
だ
い
だ
ら
に
ま
っ
ぽ
う
ち
ゅ
う
い
ち
じ
し
ん
じ
ゅ
き
ょ
う
］

紙
本
木
版

縦
二
九
・
八
糎
　
横
二
二
・
四
糎
　
　
　
　
　
　

十
三
世
紀
高
麗
刊

高
麗
再
彫
大
蔵
経
本
。
高
麗
再
彫
大
蔵
経
は
、
主
と
し
て
北
宋
開
宝
蔵
の
覆
刻
版
で
あ
る
高
麗

初
彫
大
蔵
経(
一
〇
一
一
～
一
〇
八
二
年)

を
契
丹
蔵(

九
九
〇
～
一
〇
一
〇
年)

な
ど
に
よ
っ
て

校
訂
し
た
版
本
大
蔵
経
で
あ
る
。
高
麗
で
は
、
初
彫
大
蔵
経
の
版
木
が
蒙
古
軍
侵
入
に
よ
っ
て
焼

失
、
高
宗
は
蒙
古
軍
の
退
散
を
祈
願
し
て
江
華
島
に
大
蔵
都
監
を
置
き
、
そ
の
再
版
を
企
て
、
高
宗
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三
十
八
年
（
一
二
五
一
）
に
完
成
し
た
。
一
五
一
一
部
六
八
〇
二
巻
の
偉
様
で
、
そ
の
版
木
は
現
在

で
も
海
印
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

展
示
書
は
そ
の
装
丁
か
ら
李
朝
に
な
っ
て
か
ら
の
後
印
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
に
、

□
□
一
字
心
呪
經

附百
変
法
経

穢
跡
金
剛
法
術
霊
要
門

と
あ
る
通
り
、
三
つ
の
経
典
の
合
冊
で
あ
る
。
全
三
十
九
丁
の
う
ち
、
第
一
か
ら
第
二
十
六
丁
ま
で

は
『
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
呪
経
』
で
あ
り
、巻
末
の
「
壬
寅
歳
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」

と
い
う
刊
記
に
よ
れ
ば
、
一
二
四
二
年
の
彫
造
で
あ
る
と
わ
か
る
。
第
二
十
七
丁
か
ら
第
三
十
三
丁

ま
で
は
『
穢
跡
金
剛
説
神
通
大
満
陀
羅
尼
法
術
霊
要
門
』
で
あ
り
、
第
三
十
四
丁
か
ら
第
三
十
九
丁

ま
で
は
『
穢
跡
金
剛
禁
百
変
法
経
』
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
丙
午
歳
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造
」

の
刊
記
を
持
っ
て
お
り
、
一
二
四
六
年
の
彫
造
だ
と
知
ら
れ
る
。
裏
表
紙
の
見
返
し
に
「
乙
丑
上
韓

海
印
寺
得
来
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。

12 

◎
仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経
残
本
　
　（
宋
版
）　
折
本
一
帖

［
ぶ
っ
せ
つ
し
ょ
う
か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ
ふ
く
う
お
う
ひ
み
つ
し
ん
だ
ら
に
き
ょ
う
］

紙
本
木
版

縦
二
八
糎
　
横
一
一
・
四
糎
　
　
　
　
　
　

十
二
世
紀
刊

展
示
書
は
、
二
十
三
折
が
残
存
す
る
折
本
、
版
式
は
、
毎
版
三
十
六
行
、
毎
行
十
七
字
、
半
折

六
行
か
ら
な
り
、
版
心
に
は
函
の
千
字
文
・
巻
次
・
版
次
・
刻
工
名
が
順
次
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
表

紙
に
は
「
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
内
容
は
、
前
半
の
六
紙
が
『
仏
説
聖
観
自

在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経
』（
全
一
巻
）
の
第
二
紙
か
ら
第
七
紙
ま
で
の
残
巻
（
巻
首
と
巻

末
そ
れ
ぞ
れ
一
紙
は
欠
落
）
に
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』（
全
三
十
巻
）
第
一
巻
の
巻
末
に
あ
た

る
二
紙
（
第
十
三
～
十
四
紙
）
を
繋
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

展
示
書
は
徳
富
蘇
峰
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
印
記
と
帙
に
書
か
れ
た
識
語
に
よ
る
と
、
元
々

東
福
寺
塔
頭
の
三
聖
寺
宋
版
仏
教
所
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
蘇
峰
は
北
宋
版
と
断
言
し
て
い
る
。
両

経
の
千
字
文
や
特
徴
的
な
版
式
や
版
心
に
刻
さ
れ
た
刻
工
名
か
ら
、
北
宋
版
の
「
毘
廬
大
蔵
経
」

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
み
な
に
、
毘
廬
蔵
と
は
、
中
国
北
宋
政
和
二
年

（
一
一
一
二
）
か
ら
南
宋
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
ま
で
開
板
さ
れ
た
私
版
大
蔵
経
で
あ
る
。

13 

◎
宗
鏡
録
巻
第
四
十
九
　（
元
版
大
蔵
経
本
）　
折
本
一
帖

［
す
ぎ
ょ
う
ろ
く
］

紙
本
木
版

縦
三
〇
糎
　
横
一
一
・
五
糎
　
　
　
　
　
　

十
三
世
紀
刊

『
宗
鏡
録
』
百
巻
は
中
国
五
代
の
永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
が
、
イ
ン
ド
・
中
国
の
大
乗

経
論
を
は
じ
め
、
禅
僧
の
語
録
、
戒
律
書
、
俗
書
を
ひ
ろ
く
渉
猟
し
、
法
相
・
三
論
・
華
厳
・
天
台

を
折
衷
し
て
禅
に
融
合
さ
せ
た
大
著
で
あ
る
。
展
示
書
は
元
代
刊
本
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。

普
寧
寺
版
大
蔵
経
は
、
元
・
至
元
十
四
年
（
＝
南
宋
景
炎
二
年
〈
一
二
七
七
〉）
か
ら
同
二
十
七

年
（
一
二
九
〇
）
に
か
け
て
中
国
杭
州
の
大
普
寧
寺
で
開
板
さ
れ
た
私
版
大
蔵
経
で
あ
る
。
普
寧
寺

版
は
南
宋
の
思
渓
版
大
蔵
経
の
重
版
を
め
ざ
し
た
た
め
版
式
な
ど
は
同
じ
で
あ
る
が
、
福
州
東
禅
寺

版
・
開
元
寺
版
と
も
校
合
し
た
善
本
と
さ
れ
て
い
る
。

展
示
書
は
折
本
一
貼
、
全
二
十
四
折
か
ら
な
る
。
赤
褐
色
原
表
紙
長
く
し
て
全
体
を
包
み
込
む

帙
型
折
本
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
留
め
、帙
表
に
「
宗
鏡
録
巻
第
四
十
九
」
と
打
ち
付
け
さ
れ
て
い
る
。

版
式
は
、
毎
版
三
十
行
、
毎
行
十
七
字
、
毎
半
折
六
行
、
版
心
に
は
函
の
千
字
文
、
冊
数
に
続
き
「
馬

明
勝
」
と
刻
工
名
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
尾
題
の
下
に
「
綺
九
」
と
あ
り
、「
綺
」
函
の
第

九
冊
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
普
寧
蔵
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
本
書
の
末
尾
に
、

難
字
の
発
音
を
示
す
反
切
に
続
き
、「
徑
山
興
聖
萬
壽
禪
寺
首
座
沙
門
慧
元
重
校
」
と
い
う
校
記
が

あ
る
。
識
語
の
左
下
に
は
「
寶
玲
文
庫
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

14 

◎
弥
陀
往
生
浄
土
懺
儀
一
巻
　
　（
明
版
）　
折
本
一
帖

［
み
だ
お
う
じ
ょ
う
じ
ょ
う
ど
さ
ん
ぎ
］

紙
本
木
版

縦
三
三
・
四
糎
　
横
一
二
・
二
糎
　
　
　
　
　
　

明
永
楽
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
刊

展
示
書
は
、
全
五
十
折
か
ら
な
る
折
本
装
丁
、
版
式
は
、
毎
版
二
十
五
行
、
毎
行
十
六
字
、
半

折
五
行
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
表
紙
は
原
装
で
、
見
返
し
と
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
三
尊
仏
と
韋
駄
天
像
の

絵
が
あ
り
、
そ
の
頂
門
・
首
・
腹
部
の
三
つ
の
部
位
に
は
紙
背
に
朱
筆
で
梵
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

序
に
「
永
楽
十
八
年
八
月
初
二
日
皇
太
子
高
熾
謹
施
」
と
あ
り
、
明
第
四
代
の
王
で
仁
徳
の
誉
れ
が
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高
か
っ
た
仁
宗
が
、
皇
太
子
時
代
の
永
楽
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
に
発
願
し
て
開
板
さ
せ
た
も
の
と

わ
か
る
。
版
式
等
の
特
徴
か
ら
、
い
ず
れ
の
明
版
大
蔵
経
に
も
属
さ
な
い
単
行
本
で
、
類
似
本
を
ほ

か
に
み
な
い
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

内
容
は
浄
土
往
生
を
目
的
と
す
る
懺
悔
実
践
の
儀
軌
で
あ
り
、
中
国
天
台
学
僧
遵
式
（
九
六
四

～
一
〇
三
二
）
が
著
し
た
『
往
生
浄
土
懺
願
儀
』
と
い
う
文
献
に
お
け
る
「
第
四
焼
香
散
華
」「
第

五
礼
請
法
」「
第
六
讚
歎
法
」「
第
七
礼
仏
法
」「
第
八
懺
願
法
」「
第
九
旋
遶
誦
経
法
」
の
本
文
と
は

ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
小
字
割
注
の
作
法
説
明
の
内
容
に
お
い
て
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
お
そ
ら

く
明
代
の
仏
教
信
者
の
間
で
流
布
し
て
い
た
懺
悔
儀
式
の
教
本
の
一
種
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
明
代
ま

で
遡
る
現
代
仏
教
の
源
流
を
研
究
す
る
上
で
は
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

15 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
百
八
十
二
　（
嘉
禄
版
）
一
巻

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］

紙
本
木
版

縦
二
六
・
二
糎
　
横
四
五
糎
（
第
二
紙
）　
　
　
　
　
　

鎌
倉
時
代
前
期
刊

嘉
禄
版
大
般
若
と
は
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
か
ら
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
奈
良
興
福

寺
で
開
版
さ
れ
た
大
般
若
経
六
百
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
展
示
書
は
、
嘉
禄
版
の
版
木
を
用
い
て
、
弘

安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
橘
乙
女
と
い
う
女
性
の
発
願
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
一
巻

で
あ
る
。
版
式
は
一
版
二
十
四
行
、
一
行
十
七
字
、
三
、四
巻
に
一
巻
の
割
り
合
い
で
、
巻
末
に
「
弘

安
八
年
橘
乙
女
」
な
る
墨
書
が
あ
る
。
箱
書
に
は
「
吉
野
蔵
王
堂
伝
来
春
日
版
」
と
あ
る
。
巻
首
の

内
題
の
下
に
は
「
寶
玲
文
庫
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

16 

◎
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
二
百
三
十
三
　（
大
乗
寺
銀
界
装
飾
経
）　
折
本
一
帖

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］

紙
本
木
版

縦
二
六
・
一
糎
　
横
九
・
四
糎
　
　
　
　
　
　

南
北
朝
時
代
刊

折
本
一
貼
、
全
五
十
二
折
か
ら
な
る
。
版
式
は
、
毎
版
二
十
四
行
、
毎
行
十
七
字
、
半
折
五
行

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
香
色
地
に
金
銀
切
箔
・
霞
引
を
施
し
た
表
紙
の
中
央
に
、「
三
百
内
四
帙
三
」

と
い
う
墨
書
が
あ
る
。
後
表
紙
長
く
し
て
全
体
を
包
み
込
む
帙
型
折
本
の
形
を
原
装
の
ま
ま
に
伝
え

る
。
帙
表
に
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
二
百
三
十
三
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
の
扉
絵
に
は

「
大
般
若
会
」
の
本
尊
で
あ
る
釈
迦
三
尊
を
中
心
に
、
同
経
の
護
封
神
で
あ
る
十
六
の
善
神
像
や
大

般
若
経
の
笈
を
背
負
う
玄
奘
三
蔵
と
深
沙
大
將
像
が
描
か
れ
て
い
る
。見
返
し
に
は「
春
翠
文
庫
」（
中

島
仁
之
助
）
の
朱
文
印
が
あ
る
。

斐
楮
混
漉
の
厚
手
の
料
紙
全
面
に
銀
界
を
引
き
、
行
間
に
経
文
を
肉
太
の
濃
墨
で
刷
っ
た
装
飾

経
。
素
朴
で
力
強
い
書
風
を
用
い
た
春
日
版
風
の
版
式
、
尾
題
下
に
「
開
板
明
隆
」
と
刻
す
が
、
他

の
部
分
と
比
べ
墨
付
き
悪
く
、
埋
木
の
可
能
性
を
否
定
し
え
な
い
。
や
や
摺
り
疲
れ
の
あ
る
版
面
ゆ

え
、
本
文
刻
成
自
体
は
南
北
朝
の
早
い
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
。
巻
首
に
「
池
奥
常
住
」、
尾
に
「
願

主
比
丘
尼
宗
室
」「
時
永
徳
癸
亥
夏
六
月
念
八
日
也
」「
奉
入
大
般
若
経
　
大
乗
寺
」
等
の
墨
書
あ
っ

て
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
の
奉
納
と
知
ら
れ
る
。

17
◎
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
文　

残
巻
　
　（
泉
涌
寺
版
）　
折
本
一
帖

　
　［
ぶ
っ
せ
つ
う
ら
ぼ
ん
き
ょ
う
し
ょ
か
も
ん
］

紙
本
木
版

縦
三
〇
・
七
糎
　
横
一
〇
・
八
糎
　
　
　
　
　
　

永
仁
年
間
（
一
二
九
三
～
一
二
九
九
）
刊

　
展
示
書
は
折
本
一
貼
、
現
存
九
折
（
厚
目
の
楮
紙
六
紙
）、
巻
尾
一
紙
を
欠
く
残
本
で
あ
る
。
表

紙
の
外
題
に
は
「
盂
蘭
盆
経
疏
科
文
」
と
あ
り
、内
題
「
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
分
二
」
の
下
に
は
「
大

宋
餘
杭
沙
門
元
照
　
録
」と
あ
る
。京
都
東
山
の
泉
涌
寺
開
版
の
宋
版
の
覆
刻
版
で
あ
る
。泉
涌
寺
は
、

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
の
『
仏
制
比
丘
六
物
図
』
の
開
版
を
筆
頭
に
律
再
興
の
祖
俊
芿
（
一
一
六
六

～
一
二
二
七
）
が
将
来
し
た
宋
版
を
底
本
に
し
て
数
々
の
教
学
書
を
覆
刻
し
て
い
る
。

18
◎
仏
制
比
丘
六
物
図　
（
五
山
版
）　

袋
綴
一
冊

［
ぶ
っ
せ
い
び
く
ろ
く
も
つ
ず
］

紙
本
木
版

縦
二
七
・
八
糎
　
横
一
八
・
七
糎

室
町
時
代
中
期
刊
　
　
　
　
　
　

　
展
示
書
は
、
や
や
厚
手
の
楮
紙
に
半
丁
七
行
、
毎
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
図
六
面
、
墨

付
全
三
十
一
丁
。
表
紙
は
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
見
返
し
に
「
持
明
院
教
誉
」
の
手
沢
名
が
あ
り
、

巻
首
に
「
三
井
家
」
の
朱
印
が
あ
る
。

　
内
容
は
、比
丘
必
具
の
六
物
で
あ
る
僧
伽
梨
（
大
衣
）・
欝
多
羅
僧
（
七
条
衣
）・
安
陀
会
（
五
条
衣
）・

鉢
多
羅
（
応
量
器
）・
尼
師
壇
（
座
具
）・
漉
水
囊
を
図
示
し
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
終
丁
の
裏

面
に
展
示
書
は
巻
末
の
刊
語
に
よ
る
と
、
俊
芿
が
宋
で
学
ん
だ
元
照
（
一
〇
四
八
～
一
一
一
六
）
撰

の
本
書
を
弘
宣
す
る
た
め
、
孫
弟
子
道
玄
が
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
泉
涌
寺
で
出
版
し
た
覆
宋
刊



―　7　―

本
に
あ
た
る
『
仏
制
比
丘
六
物
図
』
の
印
板
が
湮
滅
し
た
た
め
、
了
珍
が
南
禅
寺
で
再
刊
し
た
も
の

で
あ
る
。
南
禅
寺
真
乗
院
は
大
応
派
香
林
宗
簡
の
塔
頭
で
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
の
成
立
と
さ

れ
て
い
る
。
彫
版
は
や
や
粗
い
感
じ
を
受
け
る
と
共
に
、
泉
涌
寺
版
と
は
版
式
を
異
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
南
禅
寺
版
の
伝
本
は
少
な
く
、
本
書
以
外
に
大
東
急
記
念
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
本
な
ど
五
本

が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
刊
行
年
時
は
、
真
乗
院
成
立
の
宝
徳
二
年
か
ら
、
大
東
急

記
念
文
庫
本
に
あ
る
東
福
寺
百
八
十
四
世
自
悦
守
懌
の
識
語
に
み
え
る
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
の

間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

19
◎
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録
十
巻
　
　（
五
山
版
）　
袋
綴
五
冊

［
ぶ
っ
か
え
ん
ご
ぜ
ん
じ
へ
き
が
ん
ろ
く
］

紙
本
木
版

縦
二
五
糎
　
横
一
五
・
四
糎
　
　
　
　
　
　

室
町
時
代
初
期
刊

中
世
の
禅
宗
寺
院
、
特
に
五
山
と
呼
ば
れ
る
鎌
倉
・
京
都
の
主
要
寺
院
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
後

期
か
ら
禅
宗
関
係
の
語
録
類
及
び
外
典
と
呼
ば
れ
る
漢
詩
文
書
の
出
版
が
行
な
わ
れ
、
南
北
朝
期
に

最
高
潮
に
達
す
る
。
し
か
し
室
町
時
代
に
入
る
と
、
出
版
点
数
は
や
や
減
少
に
転
じ
、
十
五
世
紀
半

ば
以
降
は
む
し
ろ
地
方
の
有
力
守
護
大
名
の
保
護
の
も
と
で
、
地
方
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
小
規
模
な

出
版
が
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
五
山
版
」
と
呼
び
、
日
本
の
出
版

史
研
究
や
書
誌
学
研
究
上
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。

展
示
書
は
、
禅
宗
の
宗
門
第
一
書
と
も
称
さ
れ
、
中
国
、
日
本
の
禅
林
で
は
広
く
読
ま
れ
て
き

た
『
碧
巌
録
』
十
巻
の
五
山
版
で
あ
る
。『
碧
巌
録
』
は
、
北
宋
の
雪
竇
重
顕
が
禅
宗
灯
史
や
語
録

か
ら
選
ん
だ
祖
師
の
古
則
な
ど
に
頌
し
た
「
雪
竇
頌
古
百
則
」
に
対
し
て
、
圜
悟
克
勤
が
垂
示
・
著

語
・
評
唱
を
加
え
た
も
の
で
、
元
の
大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、

南
北
朝
前
半
に
建
仁
寺
天
瀾
庵
韲
住
の
玉
峯
正
琳
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
元
版
の
覆
刻
本
が
最
初
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
来
、
京
都
、
鎌
倉
の
五
山
を
中
心
に
諸
所
の
禅
宗
関
係
者
よ
り
繰
り
返
し
出
版

さ
れ
た
。

展
示
書
の
巻
第
五
の
巻
尾
に
は
長
文
の
刊
記
が
あ
り
、
巻
第
七
、
第
九
、
第
十
の
末
尾
に
は
「
玉

峯
刻
梓
」
と
の
刊
記
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
日
本
最
初
の
刊
本
に
あ
た
る
玉
峯

刊
本
の
重
版
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
本
書
は
こ
の
種
の
版
の
現
存
唯
一
の
伝

本
で
あ
る
。

20 

◎
佛
祖
正
法
直
傳
一
巻
　
　（
五
山
版
）　
袋
綴
一
冊

　
　［
ぶ
っ
そ
し
ょ
う
ぼ
う
じ
き
で
ん
］

　
　
紙
本
木
版

　
　
縦
二
六
糎
　
横
一
七
・
四
糎

　
　
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
刊

　　
本
書
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
禅
僧
、
峰
翁
祖
一
が
編
纂
し
た
、
過
去
七
仏
か
ら
西
天
二
十
八

祖
、
さ
ら
に
唐
土
は
達
磨
か
ら
六
祖
、
そ
し
て
青
原
下
は
龍
潭
崇
信
、
南
嶽
下
は
天
童
咸
傑
ま
で
至

る
四
十
七
名
の
禅
僧
を
記
す
燈
史
『
佛
祖
正
法
直
傳
』
の
五
山
版
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
表
紙
の
左
端

に
外
題
「
佛
祖
正
法
直
傳
　
全
」
と
墨
書
、
墨
付
五
十
丁
（
半
丁
十
行
、
一
行
二
十
字
）、
第
五
十

丁
裏
面
に
「
應
永
丙
子
孟
冬
下
瀚
／
重
命
工
刊
行
」
と
刊
記
が
あ
る
。

　
五
山
版
『
佛
祖
正
法
直
傳
』
は
、
も
と
も
と
月
庵
宗
光
と
い
う
禅
僧
が
康
暦
三
年
（
一
三
八
一
）

に
刊
行
し
た
こ
と
が
、
応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
重
刊
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
書

は
そ
れ
ら
と
版
式
を
異
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
東
洋
文
庫
蔵
本
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
稀
覯
本
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
五
山
版
に
お
い
て
は
、
日
本
人
禅
僧
の
著
作
を
刊
行
す
る
こ
と
は
、
一
部
の
著
名

な
禅
僧
の
語
録
を
除
く
と
非
常
に
珍
し
く
、
同
時
に
日
本
人
禅
僧
の
禅
宗
史
観
を
知
る
上
で
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
等
の
訓
点
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
禅
宗
寺

院
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
実
態
を
示
す
好
箇
の
資
料
で
あ
る
。

21 

◎
杮　

経
　
　
　（
元
興
寺
伝
来
）　
二
十
七
葉

［
こ
け
ら
き
ょ
う
］

木
片
墨
書

縦
二
五
～
三
〇
糎
　
　
横
一
～
三
糎
　
厚
〇
・
一
～
〇
・
三
糎

鎌
倉
時
代
後
期
写

　
杮
経
と
は
、「
笹
塔
婆
」
と
も
い
い
、
頭
部
を
圭
頭
あ
る
い
は
五
輪
塔
形
に
し
た
檜
の
木
片
に
仏

典
の
経
文
を
墨
書
し
た
も
の
。
写
経
と
造
塔
の
両
功
徳
を
同
時
に
行
う
目
的
と
、
奈
良
時
代
以
来
の

板
に
文
字
を
書
く
木
簡
の
伝
統
の
中
で
、
平
安
時
代
後
期
に
生
ま
れ
た
。
写
経
と
同
様
に
一
枚
に
つ

き
一
行
十
七
文
字
を
書
き
、
経
筒
、
経
函
な
ど
に
納
め
て
埋
め
ら
れ
た
か
、
お
寺
に
奉
納
さ
れ
る
か
、

ま
た
川
に
流
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

展
示
書
は
、
元
々
奈
良
元
興
寺
極
楽
坊
の
本
堂
内
に
納
め
ら
れ
た
、
十
四
世
紀
頃
に
書
写
さ
れ

た
杮
経
の
一
部
で
あ
る
。
各
葉
の
表
裏
に
一
行
十
七
字
か
ら
二
十
字
に
な
る
『
法
華
経
』
な
ど
の
経

文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
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